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☑

☐

☐

☐

☑

☐

☐

☐

☑

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 株式会社九建総合開発

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

環境に配慮した安全で確実な基礎施工に取り組み、全てのステークホルダーの満足度や利益が最大化されるよ
うに事業を推進するとともに、客観性と透明性の高い経営を実現することで、SDGｓの実現に貢献できる企業
を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該
当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

環境

ＣＯ２削減のため、BDF燃料を積極的に使用する。
高純度BDF使用量
   2023年 全体の１０％以上
　　→ 2026年 全体の３０％以上

社会

経済

SDGｓの取り組みを広くＰＲし、建設業全体で取り組める型をつ
くっていく。

学校・団体へのSDGｓ普及訪問件数
   2023年2件
　　→ 2026年までの3年間で6件

社会

経済

環境

常に新しい技術を取り入れ、コストと利益を明確にすることで企
業としての成長を図る。

・離職率
　2023年2.4％ → 2026年2％
・給与支給総額
　2022～2023年で１０％UP
　　→2026年までさらに１０％UP
働きがいを高め、営業力を強化す
る。

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

環境
・ＣＯ２削減のため、BDF燃料を積極的に使用する。
→BDF混合率の高い燃料に切り替えることで、目標を
達成できた。

２０２０年
BDF5％混合燃料
　→２０２３年
　BDF10％混合燃料

202３年2月より
BDF３０％混合燃料
(B30)の使用開始

社会

経済

環境 ・SDGｓの取り組みを広くＰＲし、建設業全体で取り組め
る型をつくっていく。
→CO2削減の取組についてマスコミ・企業等から取材
を多く受け、対外的にPRできた。建設業界の環境意識
の向上にも寄与できたと思われる。

SDGsについてどの
ように取り組むか検
討する勉強会・研修会
を実施する。

県立高校2校の課外
授業(現場見学、講演)
マスコミ・企業等の取
材によるPR。

社会

経済

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も
記載してください。

環境 ・常に新しい技術を取り入れ、コストと利益を明確にす
ることで企業としての成長を図る。
→最先端機械の導入、資格取得の推進、安全講習の実
施など、目標を達成できた。

最先端機械の導入。
資格取得の更なる推
進。定期的な社員教
育・研修会実施。

150ｔクレーン・無線
機導入、資格取得費
用の負担、外部講師に
よる安全講習実施(計
4回)。

社会

経済


